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　20世紀後半、先進国を中心とした目覚しい経済発展は、生活のレベルの向上と引き換えに、世界各

地で大気汚染、水質の汚濁、土壌汚染といった公害問題を発生し、近年では、オゾン層の破壊や、地

球温暖化といった地球規模の深刻な環境問題が顕在化してまいりました。こうした環境問題の解決

は、人類全体にとって待ったなしの課題となっております。 

　環境問題は他人任せではなく、行政、企業、個人が各々の立場で自ら行動して解決にあたるべき

問題です。良好な地球環境を保持し、持続可能な社会を実現するには、次世代を見据え、環境の変

化に柔軟、迅速に対応しなければなりません。 

　こうした状況にあって弊社は、創業の精神である、社是「事業を通じて社会に奉仕する」のもとに策

定された、経営理念の中に「環境に配慮し、その保全と社会との共生を図る努力を持続的に実践す

る」ことを明記いたしました。 

　環境保全活動は、1999年に策定した「環境基本方針」の中で掲げた「基本理念」、「行動指針」

に基づいて、取り組んでまいりました。今後も、持続可能な社会の実現に向けて、グループは総力をあ

げ、継続して取り組んでまいります。 

　2004年度の環境活動は、以前から継続して取り組んでいる省エネルギー対策を、エネルギー使用

量の多い工場を中心に実施いたしました。廃棄物対策では、廃棄物の削減と有効利用の促進を重

点的に実施し、リサイクル率が大幅に向上いたしました。また、環境への対応能力を向上するため、マ

ネジメントシステムの構築をすすめ、環境マネジメント能力の向上に努めております。 

　社会貢献活動では、森林保全活動を目的とする「こうべ森の学校」や、海岸、河川、湖沼のクリーン

アップ活動、地域の学校での環境教育への参加など、地域の団体と協働で実施する環境活動の他に、

ボランティア活動、各種支援活動を実施しており、地域社会と協調して環境保全活動を行う体制が整

ってまいりました。これらの活動は今後も積極的、継続的に実施してまいります。 

　環境報告書は2000年の初版発行以来、弊社の環境活動を積極的に開示して、皆様との積極的な

コミュニケーションを図り、経営のレベルアップにつなげることを重要な目的に発行しておりますが、2005

年度は、これまでの「環境報告書」を「社会・環境報告書」に改め、弊社の取り組んでいるコンプライア

ンスの強化や、社会貢献活動、安全衛生と健康づくりの状況についての活動の概略をご報告するこ

とにいたしました。 

　社会との共生は非常に重要と考えており、真摯に取り組んでまいります。伊藤ハムグループの環境・

社会活動の取り組みについて皆様の忌憚のないご示唆やご意見をいただければ幸甚に存じます。 
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会 社 名  

設 立  

創 業  

本社事務所  

代 表 者  

資 本 金  

売 上 高  

伊藤ハム株式会社 

1948年（昭和23年） 

1928年（昭和3年） 

兵庫県西宮市高畑町4番27号 

代表取締役社長　伊藤 正視 

　224億1,500万円 

5,054億6,100万円（連結） 

従 業 員 数  

主 な 事 業  

2,111人（連結：5,569人） 

● 食肉加工品の製造及び販売 
● 食肉の加工及び販売 
● 調理加工食品、惣菜類の製造及び販売 など 

　体重180kgにまで成長するアカウミガメは、2億年以上前から地球

に暮らす、私たちの先輩です。しかし、食用として乱獲されたり、海面に

浮かぶビニールを好物のクラゲと間違えて飲み込んだりと、人間の活動

によってその数が減っており、環境省の日本版レッドデータブックで希少

種に指定されています。性の決定が、卵が孵化するまでの温度に依存し

ていることから、温暖化による影響も危惧されています。 

（連結） 売上高の推移 

連結対象会社 連 結 子 会 社  

持分法適用関連会社 
／46社 

／12社 

表紙のことば ［アカウミガメ］ 
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